
 

 

 

 

 

 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
ｂ．ランチェスター・ウイングを発明 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
翼が揚力を保つには、翼の中央より２割程前の部分を、高く盛り上

げなければなりません。 
こうすると翼の上側を流れる空気が、下側を流れる空気よりも速度

が早くなることから、結果として上側の気圧が下がります。 
 
しかし、翼の上側の気圧が下がると翼の端のすぐ横側にある空気

が、翼の端から翼の後ろ側に向かって横方向に流れ込んできます。 

こうなると、翼の上部を流れる空気と、横方向から流れ込んできた
空気がぶつかるので、渦ができます。 
 
ランチェスター先生は、この渦が翼の揚力を低下させることに気付

きました。 
 
これを防ぐには翼の端から、横方向に流れ込んでくる空気が入って

これないように「つい立て」を立てればいいのです。 
 
実際にこうすると、翼揚力の減少が押さえられるので、燃料が

「３％～５％」節約されることから長い距離を飛行する国際線の飛行
機にはたいがい主翼の両端に小さなつい立てが立っています。 
 
国内線でも全日空が使っているボーイング737の新型には、このウ

イングがつけられています。 

 
これはランチェスター先生が100年程前に考えたもので、「ランチ

ェスター・ウイング」と呼ばれています。 

 
もちろん経営戦略を研究する人にこの理論はほとんど知られていま

せんが、大学で航空工学を専攻した人は、誰でもこれらのことを知っ
ています。 
 
ランチェスター先生は、このときにまとめた飛行理論の論文を、

1910年と11年の２年間で３冊出版しています。 
 
日本では東京大学を初めとして名古屋大学や九州大学など、戦争前

に航空学科があった大学には、この本の在庫があるはずです。 
 
私もランチェスター先生の墓参りに行ったあと３冊とも手に入れる

ことができました。 
 
３冊の合計は1305頁と量がとても多い上に、専門的な記事が書か

れています。 
 

この本はランチェスター法則の原書とともに、私の宝物の１つにな
っています。 

（続く）  
 

ランチェスター戦略の 

知られていない事実 
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